
うしお

第33号 33.10.2

目次

巻頭言  藍殖.鵠最北山易美■

 ノ螂養殖技術交換会について 養殖都 山口昭宜3

拓相52隼度

 ぶり飼付漁業をI顧みて  漁棄権係橿元覚ユO

水質汚濁予罐調養 調養部
九万田一己

弟子丸修
17

 接電海域まぐろ、かUぎ

延縄漁況  (2ユ報) 漁業部29

奄美短信  大毒分場3■

 分場:ヨ記 犬島分場32

各部日誌 編纂部33

編集礎記 編集部35

鹿児島県水産試験場



巻頭言

養殖部長北山易美
 1巻貴のパイ金虚姑纂㍗・二刈と11う泊1.師の漁や一ギ漁.

 舛ぺ銀リξIレ“う・言葉が.ある苧・・鱗秘事ψ・㌣漁機一1
 卵舳も親率も全財産一蝉げ肌て小釣率舛転'鰍・平∴
 紀没落一←吃・警.紙ポロ細ト竿一.殉.徹る一と・、.岬二秘ゆ、・二ま・
 た/ソ撫砿雫?漁率・字一比ぺ咋坤牽一く1'翻叙楽汰'雌1.一
 であるの砂押入僚納1雌ギー;和労ヤ㍗一 みてぺ叙一プ平鯛の一神一とい'づI叫砂牟与;・・.
 一元」ラ・渡坤帯鮒1悌亨…呼牢㌣讐警・岬{?七
 も赤一銅㌣珂坤姦呼㍗碑畔率奉㍗番轟卵二
 .㍗二.り坤隻;1,1イ紬修験≡1砂1ん迎一いる琴率砕柵、,・
 !.り㌣鰍.くまIレく舟坤これ主目二呼三・禅鰍
 綱一りψたセ鮎.坤.9錘翻凶千三・牛叫差.讃寧奏二㌃一
 ̀一献叫伽一う一「坤岬、一9卸1ギ叶吻・1
 .㍗翻峨和・よ1冶一碑触=化1印舛低で、・軍舳嶋
 .ぐイニ呼紅?早・と辛㍗逸一神㌣1㌣ぺ騎馳坤牢押孝一=一

 .・雌窄鄭苧く二÷予1=うモニ艇=紙く坤呼紅ヤ=章111・亡岬.・・
 七大仰人;奄坤1紙1畔多島吟党㍗坤珍味1
 ・と薮二叩頭仰弾坤均戸揚字卿∴こ.㍗卵1..
 咋三回い・肉嚇一ぐ1尭。竿撃1玲㍗沁箏坤.

 鯛率県蝋帥真一ぐ鑓進細1妻1呼・奉i!・一叶は、鋼
 牟紬激レ'一者紬叶メエ坤呼ゴ毒1集
 のぺ{イ雛納極め坤†岬沁鴫二、ぎ塑1諦率一
 のバイ紅雛と鮎馳柵.ゴI舳一千玲1岬一畔'
 とレ帆亭ト応古老連党も嘩坤究=や一神澄者珍ぺ・



 爾も先進県て三島るミ=:},べ・高11して紋ならな:1∫、。カタクサイワシ

 は今1ヨでこそ大レ次;書=栄もたく容易健蓄養で妻㌔.㌣苅に伐下

 足勝～ムつつも各県のリオ船㍗白舳難州・枕騎・覗
 島を基紅してカ.タパー.ヰワシを櫨んで出漁してい孔

 明治中期ま㍗卿地元船苧げ㈱千ピナゴ宇畔かノ
 し帆'船で重庵、竹島離症が漁場で牽ったのである。

 明治・宇'鞘水産.試験場1こ舳千一μクチの蓄翻験が計
 画され同人根市佐潟で試験し千・犬膝の確信紙昌・靴は
 試験妓を塵.昭島壷に移して蓄一義の適鏑、較容量、蓄養繍響の

 試験をし一μ・。秤呼・めそ成果醐め・㌣.、ユ輔から八田網
 繋著,.も。増加し、山川、1桜轟d一.垂水が蓄養揚と放つ一て漸く八田

 網漁築・カツオ漁薬一ザコ.蓄養の三業著が二鉢となつて企簗.
 ・化吠のであ手バた・これ岬後い2年頃よq今までの
 帆船郡機紋改益され、キビ.ナゴ.健吾㌧る1馳船州ツオ漁業も
 二.午.ミ㌔÷新党布準率国したの毛ある。・'
 ・・本県の圭蹄鉱一〃キ漁靴ある・全即カ・ツオ雛枕㌣1.
 山畔芦・寂・拠とし・鱒縦億余ψ本・揚をしΨみあ峠
 舳タクチ蓄養の研究の戯果㍗るものといって軍書でな～
 唾妃、ζの試験.童企画し自から研究され隼のが杉浦採吉技

 手(元蓬鯛水干講習所長・現衆議鮒産専門琴貢)で・今
 8の市ツ亨漁築峰牽治乗期に臨尼島県本試杉浦技手によりて
 去の基礎が形払111映のである。杉濾先生肌輔納本県
 水産.史上と幣秘書しで触るぺぎと思㌔
 バイを子κ寸寺ピ三溝の古老を想起し・カタクチ亨見れば往
 時の.雛の蝉が・のばれ糺今鯛畠湾内のカタクチを対
 象吋千八田網郁馳鯛燈の燭光がとギかく論議され・
 Iま.た“力タクヲ∵=1“の調査雫畔餌・9需給対策が進められつし
 募る.芽、先壷都,の偉大鱗績を和島人鮎ま帆少い。
 致玄ζム梶竈し。係者のヰ羅議を薮にし.その功績隼敬意を表'

 し完い・

^一娑岬



 ノリ養殖技爾=交換金健ついて

 養殖那山口・昭一直

 案島へ同十五自牛居易時よ'り全圏海苔達合会参事官柳輝溝

 。雫と.。谷浦悔写会副会毅松原隆氏産水産試験場幸議室肥弗
 き、出水市佐始.め6o余名伽集刈を得て竈ノI,遅須技術交瑛
 会が1艦され言。ζの会菰木県では初めての試みであり然も厳

 暑岬紀も拘らず青糺松原氏徹遠銘御足労・瀬.い多子の研
 究と遷織とを通rての終始懇切な手旨適がなさ=…'し二やムもする..

 と停溝しがちな本県のノリ養殖肥犬きな.示一さ宰与之られたの.

 でそ{の講演内審な報害する。

 庫近かに迫りてい呑一5昌平度の牛冷幾葬隼何らかの1胃針些
 もな札ば幸いである。

会願

 書郡専務I(ノリ養殖の鋤歩的な考え方屯ついて)

 砕・.康・氏(!l1養殖の踊瑚と一I門軸紀州て).・
質疑応答'

 育駆輝麓項講話愛・旨

(吏.董筆者)

 ノリの養殖熱倣戦前撃稜密通して最高であり雲レて・.北帖
 北海道霜破臨児島まで至る所で養殖き牝て一おり、鰯一く最近・で
 准佐渡ケ喜、鼻摂、患敢=呉等の望本海郷に蜘いてもノーリ'養殖

 が行わ弗ている状黄睾で、養殖規模葉者数共紅急I激.吃増加の一

 途批ど咋指る現状で舳ま㌔叉ζの反馳氏子卵.
 の他複雑門題讐.も生じて診て汰舳ま寺が養殖技禽如何旭
 よりて改善.の余地も島る、ハ止、堅います。そζで全国籍苔貝類

 漁薬窃岡殖会連会会(全海苔連)で砿先進養殖=蹴の撃者宥派

 遣しで技術の交換蜜すること健よわ、.飽元で攻入れられるこ

 と倣取入外叉遼にその土地で有為苧ものがあ牝尊書坤策
 京紅持.わ帰g試み。指互いの研究室通じ.て技術弗改善進歩一筆

血呂^一



 、擬し.、グ1・養殖1鵬馳細仰も軍与したぺ牽い鮒・
 意味のもと雫とむ)納もつ紀ものであ1り菱㌔萩・午干ζれ坤
 ノポ養殖の初歩駒たことを蝿話・し申1土1チ,次健松原さんに集
 寮担・笛けるノリ養殖の覇況左門題点爆一Iρ』・て説期し.て二1賛・ひ、・髪・

 しよ与。・勧めに淺輩ノ1ゴと三がびら⑳警葉の鮭牡につト・・て簡・単・
 に説.明してみます;

 .卵.ムびと・レ・・ラ会'軸雛作戦醤箪秤捧げる紅
 生蜜に飼ってい鬼棚で鳴監が㌧.ζの轟姓・ノー9がりいた'そ一葦・セ・

 すr.そ二こ.幸当毒の人枇平目(ヲ・)一興紡走と云うζ'
 .七か一ち一歩びと去り雫葉率帥たと云わ机小麦㍉、・.
 ・そゆ勲1父江戸時代の人がソター凄建≒ζ一どれ瑞二つレ、たも紛蒙・す'

 いて製.晶をし、浅一章あ前虻出し走坦)で手れから湊章!一1ザーと常

 う名前年竿一辛れ1た午・知れれ・ま九
 著は.ノー.リ養殖)ダで虚亨紅がご砂時分・は・七⑳室!」嚇・自一・1

 然1の一状.㍗ll。畔一叶孕いとζ今午㍗て一律亨てい1ω
 ヤρ1千㍗和な予三千!ノ岬苧竺甲り込裳畔なら字一
 1レ、訳で寺;一=一七あI為ζ.一あ付霜鱈蛍紬茎の肥非常・にI善労し把も

 1り手・舳零札頼坤レぐゼ竿叶目一繍純したコシクー・
 ・∵プー1ブ・ロックの水藻捧を紅・ζ咋帥榊雫帥晦.
 虹亭帆研究・し咋雌雫9・醍醐・1よくつ峠の壱あ。・り..脇・
 一ン1そζで雫京湾で砿遜呼水蝉段繍で率・和れキと㍗・、
 ・聖職水昨・坤と卵て一納玄す;.亨、岬.㌍?.干亨㌣一
 文触牟て一ないをζべ榊撃紅潮が来紙一年咋予二呼午
 ㍗今即広く・苧度咋呼で咋プロ.シ厳と峠帆㌣喧
 寸・雫逓柵ψ・段纏蝋汐表は㍗辛坪とい†㌣雫一
 朝〆き一千、苧伽岬率何処で螂岬.午㍗ヤ㌣乍・,
 叉平千一ノ岬1日の帆或網干膿一事れ率11と良一くぐ!。呼出
 納㌣・のでありま一手カぐ乙一の・・一段纏てい.率と干出岬'叶均.
 I'し㍗鯛“分と一云うζと前師・率.すぺ牟これ雫寧定式
 の森あ久浮動式の場合は瑚吻・.叩㍗干.
 出遂害あって益なしと.ま.で云粉牝てレ}案呼。・
 最奏一に濁在.東,家でノリー養殖炬刎・ての基本釣珪考え芳肥・つ一

㍗4`



 いて''寸ふ.牝一(一み憂し.亡う。

 初めノリの鮒岩層一から(露時間糧度余分延干出さ肌'るよろ)

 少し高く上げア.オノリ等の一書草壷除去し}て、そ年後少し優;自・
 肥干げるこ、と繧よりこの二一時件休息から急激に伸びを提し㌧一
 その褒叉少レ高位屯上げて色沢を出させ摘むζ・の揖麗を少し1
 研究すぺきでお軌ます。

 〔.松'顔一騎氏講演要旨〕.

 初めに蓑索のハ養殖場め弼健.ついて鯛が郎牟む
 特に規竿の点で狐本県の錫合と継嫡になら舳辛叩鯛
 も水深&零.メートール・平4メー・ト〃から工昌メ'トルI1莚董擢=竜で
 }睡に利用rさ丸くいる。

 戦ひ一㈹刈てですが東東平宇和農工隼もう辛う竹.φ
 工。メ“ト以毛のを感で㍉寿つ手い表した・印書・.午・甲
 午部合成繊艦の馳切り興免たが観畔カネビアソノ.レハ
 ロヘェソビロヘ(サラン・.クレ.モ㌔リ州・一)二神
 成繊.絆劃・二.やし輝が9.苧であります・
 雫し榊重レ・のセクイが寄りて奉るを云う欠点があるが最一

 逓ではやし網も琴くな帆五歳淋刈・肌合成碑維で一・・
 ÷5雑けつ仙雲れ盛込みも.琴場の潮鮪レ・ので船かI
 ら建込んでいます。真竹舳一重メづトル肌・弔で・4・去ζ
 れを末日邊‡仇・セ捷い、竹を建竜る場合はエリニト〃}

 Hメー・1八校ると下都ユメ・一1・・ムところを五位図卿一
.2一

 く肖匝g一;藁中華テ言り一番一纏の鉗壷てミ竹ササ愛・イ寸けクイの抜白ナる
 の費防レ、ています。

 谷で批網の駆平蝋一.付着敵暮段纏(}脇)㍗り
 て舳千葉県で舳繍(れ脇)蜜とつて縞り、融紬
 ど岡建纏に覆り込んで蜘れますが実際;ζは地先と一毫。本の基

 準棒宥淀.て、ζの8段練に瞭小さな撮衛彊って島り、種華場

 ヂ本馳移す鍔今且脇一㈹卿位萬自記榊=苧み観刈
 自通過してから3段鐘よ夢癌自に張り磐し伸び堵促し.唱らま一
 す。.

・5・



 2段張りの養殖で依蕩在殆.んど8段練.止炬工敬ガ5脇程度

 の間隔セFにえ諦婦ク・(ある一。文人によって楓.邊.月.臥め8段

 繭妃援的卒争・ζ弗を工、8`徹上げユ=島月中一句構?翠纏に下げ

 千月屯入り衛碑雫“.宰・(叉洲5段位干で下晴一でい予人一
 も・あ多)呂脾入・って.上。卯いるのもや韮〕髪和・その鯵参考
 まで肥申.丘け窪すが一谷部藩ではエ戸で一2-4・詰×8◎鋤.も

 のをg8槻多いと、ごろで4◎翻も持っている.ミ・スはヨシを

 貿りて自作し、ユ戸で5000～帥。o枚革贈して駒,り、ノリす

 きφ木枠は星06一郷×ユ93欄で臨亀畠のもの砿これよりやふ

 ・六一き1、、一ようでオ。

 △ノニ・』1ρ)個縦各
 音速重工萌出工O-O丹一睡事・`哀■78'ヨまで三な.り泡也ミ{窺看…て=独

 '2む蟹蘭彊襲であ。嵐渉。'.

 ∠㌧ノljすき・一ζ・ついて

 工戸工人で・.局・蔵程墜しかすいてい・・たいカ・一・東京の一!1
 減殆んどがスシ閥屡健碑琵してへるの下ムラが出来ないよう
 に念入生λに・作りています,

 今ノ町の乾鮒工棒にユ8準ラ付で瑚裏手し一散?入㌣る'
 丹0停飾妃表を干して1敬入札る.ようにしている1。二.
 △人て輯壷妃つい1=一・一'・1.l1}ぺ…

 踊存策京では水産試験場で区.oo◎救擾堕、糸状俸一・を・培'養しI

 千惜り叉築者の一部㌍工。g故～工50敵の目。畷を培1養し
 1=ている聾者邸塞～5指るだ'去で=一あ二打葉ヤ・

 .〔質疑一内容〕{
 ..工)鑑子付峠ζり.いて

 種チ付けの要点鉱水温であ・り差す。よく胞子を銘すの.はユ6

 }五ヅと.云りれ'(いるが、その氷温までFるのを待てないの

 で邸～純度で建てる人もあ告〕ますがしかLこれ砿アオノリ等

 が付き易いので亀盆墜泣が良レ・ようです。な蝿尾2愛肥.下

 ・6一フ



 つ笈も一時自勺のものでぼだめ・で.購ト那O台が一続いた.とを紀張
 り込まないとう髪くいかたいようです。叉ノリ菰何か鰯翁費、

 与一え。ると刺子を良く出すので一海が荒肌る二という支うな劔ち何

 蛸肥剰・戟のある・馳・遣込'竺と好矯果幽るようであり斐す。
 そ札がといって雨を伴った台風等は蜘で“11パ善通潮の変百〕自

 に襲・てるという㍑が良く一夜滴の一審引チと批建てると
 よいようであり案す・・一・・殻1・ζ・時化'暖沈水温書潮紀関係・え£Iく建

 込んでも劃・合.肥良い鰭巣が一出ると云われζい桑.寸;I胞子の付

 着牽砿五ケ月蜜肉・擬で.見えるように。なり≡〈から、葛センチの・
 間屯帥～㈹ケりいでいるのが良レ・右で。ある。

 急)・磁子村の網を浮動式と・固宝式にし・淀、華一合。?禰奨姓つレ・て
 干菓黒で試験・した.籍巣で沌

 濁窒武で煩調紀磁手付沙し年もので易。昌聞位で掬眼で見え
 る.よう妃な列、浮動式で鉱工§～エツ目で肉鰻で見え・Iていま

 す。胞子φ付着一筆凍固室武に・付議する玲のなら浮渤式に凍工。
 .程度{甘いています。.

 色.)一網ρ大きさ涼.五帥率“・舳逼鞍面肌舳×呂・
 1側専一事削主すが榊がよ島11い呼繊1・。・
 一'縛む長一』{'芳か良いと考えられます㌧これも繭述レたよう肥

 ・ソ'Ilパ:豚蹴載=を与える糧.良い籍一果をも花もすと云うと左から一し

 ・I.で一長㌦{館の芳紀波の抵抗・春織一・一く・縄・あ掬れ1る牽・由、犬で;・一従らそ

 ・ノニIlr吃一冬盆る斌載も大妻1、・功で伸びも曵」・ど云うこと・・走注り一

 宰す。尚叉町■宮脇もの最救っ芽合崎て哀6勅にしたものよ
 り初めから$6脇睾)の爆仕立吃党も棚の方が良い占考乏二重す歴

 4)鰯のつる方寓に“)1{.^(

 =上'一げ一一潮.IFげ潤一も。考克含破.て域涜披の来る方向虹虹って璽込。
 む方がよ・・い一で.す。

 ・5一)ノ,職'蕎書い像・つい・て

凹7`



 主たものに芽.イタミ、。。自・クサγ。赤クチレ。アオノリ、.・フ
 ヂヅボ等の誓があ幻・キすが、これらの防除策として員崔次の

 よ一うなこ・と・究やっておめます。

 (工)メイ.クミに洲・され紬φ牧稽低批1つへ暖で高く上
 ばる主食くこれ菰水温が五撒度以.下手こ・なると止一るようです。

 (黒)赤クーチレ胆かムつ恕ものは、遼雫嵩昌につふて鵜くと良く
 この赤クサレ岳文工.5・`一工6'嬢…の叢書司(ま鼠過ミ蓋莞き・瑳≡権=に達壷ぎた

 毒毛1二㌧翼体一に赤い擁点が概爽る幸)のです。

 1・)デォノll。のっい乞も.の偉蕪場繧駒込.んでかな鵬く三げ
 る(・工。紬.嚢で)叉裏返一しに酬欝えるとアオハの偉
 びが明正し験去砥二菜ます。

 (4)フヂヅボが縄にりいたもの、竹につい党もの砿敢り除き妃

 くいが.出来るだ峠小さい中程くg月F旬・～員月)落し'
 叉少し大きく注つ足ものは東京では藷具を便りてと・つてい

 嚢す。最近甥いた話であ書つ堂すが須藤先生のところで、漁

 場紀赤イyク蛍流すと腐ったノリは赤く染まると.いわ札て

 い菱すが姥験があ棚重埴ん。

 (・1ノーリの摘採肥ついて?^

 ハ衛蒲採。す予場合賦書小さいハ准仲は枇め簿犬き
 レ、ものだけ衛摘む。ζ牝も葉体覇二自いフチが?いて1から繍二

 採寸る'ことが亀レ・ので青が、実検健はなかなか難しいこと

 で策.京で彼鋼の賠ぴ81と電点噺おレ・(長いものから敢bで

 いまヰ・.双佐賀県で岐ノ町が8◎っ脇位、窺京で縦15㈱.位

 に伸びてから浦み、五綱工同で柵0～lL500敬牽敬らで・レ・ま
=す.・

 (ワ)ノリ。加工につレ・て一?・

 ソ叩兇ずく前に,ミスにふの.りを塗りて蜷くと怯蔚易いです0

 乾燥機も使うて』・るが一列援すると毫時間半位で乾き、工

 回毎こ二」600～1山00敬乾燥出来ます・ミソチの穴の大きさ.は
 3鰍間ム5鰯を使用してい主す。

一8.



 (a)ノリ漁場開拓について

 1騨転鍾地を行㍗.開拓窓帆いる纏琴で・.愛知県壬風渡の
 濃い漁場で沖合にコ・ソクIト1搦一を牽㎡て漁雛紬した
 り一・父プルトザーで耕転宅一人工融作去等の鍋拓金やっ
 ているとζるもあ尋〕ま一す。

・91・



 1弔和3蔑毎度ぶり.飼付漁薬愛顧みて

輝元覚

 今集のふり飼付為義.奮盛漁期一入ろうとして乱る。
 今錦の成果倣どうでああうか。今少し、ζの魚喋の実態に

 ふ机てみたい。・..一.'一

 昨鯛独特の漁榮吋一'φ漁業は今峠る…蝋川辺
 隷の'角に起りたと云わ牝“・そ=して高知、援騎..山日、踏欄

 福岡の各県まで及んだキ手うことだが・鉋の漁糞の纏蓑岬
 帥ってζの漁幾李大きな褒勘軽て環榊及んむ.1
 舳萌納戸鯛呼卵率紬次ぐ重褻な漁準で・範一㍗・

 .苧鰯舶牽漁薬の不鮎央に蹄郎娼榊.宮宰雛でポ
 部でわ.チ机七の綾坪・榊舳でト1て舳.易・一靴夜び杢漁
 建との千分比いと.再び興錘のきざしを見せた.悌.し興騒あ

 妻ざしはある午云うものの蹄の雛の不擦讐より奏し乍ぶ.
 りの回童磨が少な=くな=りたζ..とが」÷施;考.免られ凶こ二のような状

 態で.椛ぶり飼付漁繋.も一時釣な花火線一番化する嚇そ汎なしと
 し夜レ、oそζで好漁紅為もむかんとレ.ているこの時に一鍋いて

 この漁繋(D実態健ふれて大方の参考姐洪し,鐘に一癖免るζと・

 も大=察=なご'とと考晃る。…

 一(子).洲餌付漁網舳ま・レ・
 髪ずぶ。の漁薙される漁襲と一'して牒、竃擾、'本釣、延縄

 噌春統る凧ζの漁鑓の関係点次の逓りで筑る。

 ぶり漁獲表

         一漁期'平'誹幾鳩富

         一

         竈蟹網ぶり飼付全漁繋ぶb飼付1
         o術II哨

         潟6島8戦宅8平易眺・846眺工.98-5

         ■7巳76a9舳s純p9.星95q86ム3

         呈2五9αO5a全舶工・垂9坤8a99α6
         ・キ・■Ω'  ・工O'



 前貢の表加ら倉ること準毎宋の五◎～工壌肩にとれるぶあの
 漁獲鐙⑳大都分がこのぶり飼付漁薬で礁獲さ机へ正員功食前

 禽娠わすぶり一'ということ.になる。

 以.丘、ヱぶり魚族だ肌帥てであ伽、ぶり飼付親薬鴻1
 次別撤獲鐙の変化は次一のとおりセ。昭和易亭隼千分比。ぬ.も

 のが揮一卿9隼u・旧邸鴻垂と増裁砿している苧∵狐I
 I漁業として脚光を帯・びてきた指標と恋ろう。

 ぶり飼付漁業年次別漁獲表

 ＼＼＼＼馬身洲  呂。  s'且 昌駕

 一漁凄一全師千募業呈1呈い16.61ザ・㌣1
 猪嚇」よ■二竺舳舳舳
 雫鯛和舳隼'度⑳工・・万貫蛸細戦1菱最も.牢廠の㍗万1
 貫舳逮く卒ばないがその内訳熔榊通れあ㍍'.「

 昭和32年ぶり飼付漁業鎌業扶況

 許可漁、契際操業体漁鑑営体数

擾数群漁場数漁蕩数圏人糞舎鰭幸欝臨蟹警
一一

 4混6昆工58S3塁:1.

・

一

 藍.蓑鯛人員.鹸,業漁獲メ数緩
 釣司釣榊1～}数メ数金額餅
6山

…
 S工8呂66■一ワリ6958工五4α85ユ.蔑5。,昌黒望6?027

 一一一.一I一一■.・一一一一一

蟹

餌料費

 五a◎呂烹工56

一(舳?舳鱈

 一'r撃1漁獲触が前如梱去す脅ぺ

 高地丁姦績㌶鰐I
 l・・雌お調盛も抑ミ芦干'あざ・'

 ユ6㈱8㌘」
 一ユエ』



 漁場の分村叫・ても犬捧とし鴻・繭苧薦㍗湾冒.繧集。
 中しセいるが、、・制覧改革、歯と致葦慶キ地転一するよ.。棚蕃前ユ9

     燃㍗翻㍗∴・・』一!
      {一区隼淡..一Iノ求薩麗竺二熊毛い
      昭俄4('操業績由替前)666工工9.

      帥易∴(繰押切替後).6一ユ8・γ島6

      醐星・実際操業徽竺じ二9糧・星工

 (一石羽3現よ芹藻=)

 'Σなりて州その鍋:鮒蛙加㌧寒藻の鑑築漁場蝉も醐
 邊.・顯、隼納うて璃加してきている。1
 漁法にりいても従来の宰ぎご畦し(石巻き)から。三角巾、

 ・かぶ酋.干葉一武フクロかぶ幸等の漁法肥移り・又ま書手縫し・
 妃変る筆、茅だ遼渡的な俄態牲1島・る。投㌶の力演も止信実き

 '叩菱一幸I等㍗.方法が工夫さ札畔誘築雌事化・岬灘卵
 面と傍ぜ救善小なき札でいる.

 二㈹卒わの礁腿と漁期肥9㌧て一

 翼著榊聯瀬棚料蝉㍗ア良子械岬・
 .伽て壌討してみ・よう.。.

 縫頁矛一妻の昭謁〕5.21撃婆=ミ魚灘或韓…城I、墓場の森鎧Iと漁魂・

 一の葡係紀引^て縄.軸に帥一⑳漁鑓概を璃楠・℃一率種目を一とわそ
 .の変化を表bし妃'グラフである.ζIの護から矛二に最一も良好
 痘一漁鷲の山が長田こしを島方面仮初詞徐々屯領薩∵、腐喝畠湾

 .口樹行し手いる・.
 次忙この好漁時のグラ7の二膠が前桜葛榜の軍艦に似一て鳴り

 .却・ち投餌後一闘もなく数日乃芋.旬ヨ.の帥のやぐら壊㍗す
 期捗一⑪・ようだ・グラフとして表わ牝浮鴻饗.簿見舞は札ζい・る・
 矛'の二とからぶ刊の回鋳は一般的健云り札'ζいる北から

 菊へあ繍が伺如る糸・1冬の。寵苧産卵i団乳.冬の初めが一索∴
 ;揖画い務とその固漉;自酌も…聚ること;茜考先ち札るヵiらこ牝だけ

 …工畠二一



 では断定でき抗レ㌦舳即が舳そ?だと云う護牽である・
 むれを決定ずける・肥牲.魚体・魚群、餌料・習性等まだ窪声沢・
 一山の翼繋:がおる。

 矛二歳のこのようなグラフの形の漁場臓非常屯採算怪が商
 か1ったと云うことである。これ妓初め炬一好漁が'続・く'と僕の調;..

 料(この餌料は譲で述べるように翼大に消費す亭のだが)調
 達の賞金く'り.等妃好影響宙与え。豊富な餌料の投下.は鐙続魚

 群脅誘い.益々魚獲紀拍車鉦かげ得ら牝た鰭果で紘庇カミ'るうか。
 交矛二表のζ・ラ・率の漁獲成績.菱を見ると・.赴病琢の漁獲の

 カーブ減最初より高レ・カープを示しロブリの旧の最高漁獲量

 左、かは蜷と呑孤。好漁・難、膝昆=製野畿綬褒一統いて為似'プリより比

 較的蚤いζとでじか1も早⑳雫野で'ど池る二注詞刃が全ヒ.ラス漁.
 盤の大都分で益.ることである』

 矛二点・沌.鈎獲釦まりで'あるが投餌の早い南薩が最初で麓・

 児島薄口、北薩の順である。

 当翻φ好漁が資盤ぐりびいては漁獲に好影響蜜喜定ること

 はブリと同じであろうg

 矛一点⑳1ヒラスがプリ肥比較して長い閻好漁獲が緩いたの

 腹魚群の暦が摩く1広いことと同騰嬢・ハよ一の一も飼付句られや

 すい⑳涜一う.サ細、冷機知研協部茜た地よサ○=叉矛こ重点の漁獲
 の山より得られる固勝⑲経路は辛平然としない。即ちず手機蘭
 一下し紬?.が北土するものか・神合から沿岸㍑せた.ものか
 魚群gた重りが籍薩紀あるのか麓・々碧之られる、今後ζ机ら
 が判弱寸る=と投野の駆めを轟.上げ叉紋繰下げるための握金ト機

 なると雇われるOそれから聞は漁場・でプ口とビヲス公漁撃ざ

 机る漁場では'毅駒にヒラスの方郡プ11より早い穣セあ為O

 く畠)プサ飼付の琴鯉と漁琴:;こついて
 ブリ飼付に莫大な鯛;料が漕鏡湊署1。ている。.投銅=も丸θ).童よの

 魚を使用†る辛法と、ミンチ延かけてす?りぶし年もの濠鐸
 ずる二法号1州・水深㍑1って・止即ま.くものと下馳童く
 喜洩があ予。丸のきムは曹からの漁法で使用惑れ・㌃懸です

 一五蟹。=



 りつぶしたもの曹洞舛餌にヤ干の幣鞄ふむね薪し・む・漁法で臥
 いら札れ・る毒う伐る、.勿論かけ餌倣いずれも丸棚まふで
 ある.・で紺この投鯛1と漁獲量をの関係竃矛一・図から矛田図に

 示私こ今グラフ甲詐成方鮒つい狐糧・・あゐうがいで1
 惟餌料のエ目'鍵用量骨相似々把グ"'プ毎に集計し1号れに対
 応寸る漁獲量を漁期煩に・るげてグ・ラフ化一一である。-f

 隷一グラブ砿操襲者数戸島る。各回の最後肢工冒'豊漁獲量と投
 餌覆の平均の騎係であ・るが。金く相接均して.レ・ることが分る。

 ヒラス漁場

 (南薩地方の一漁場例)

 ヒラス漁場

 (北薩地方新漁場の一例)



 ζれはヒラ又の揚今.・プリ軸鞍して比較的少い。鉢1!ド肘む
 と云わ帆いる苧・己れ索率替し一手いるように恵える囲逮肥
 1芽生図川}・てみる.とヒラス宇比較して・多馳筆.川・
 るようで・も糺矛田図ブ1、ヒラゑの毫獲魚埼で.は中間乃至
 磁榊砿全く夢漁で奉るが投.縄も比例して踏如一.し七Iい華が
 辛れでも投鱗鐙の方が少レ∴併しいず礼の漁場でも箪、期.二から
 終期にかけ漁羅寧は患撃紀幾少し一殆んどどの漁場でも投.錫
 の方が.土菱ヤ?ているIことは最。も一合理的肥漁期を1ハつ終ア.せ
 し・牟走らよいかの宗きを与えるものと思わ.二牝る。

 ブリ漁場(鹿児島湾口における漁場例)



 叉塁需卑裳のユ目.当りの漁獲の最大は、.工隻工盆二人爆撃で

 郷uパ。壬二制で仰帥餌料の消響量卵・oメ.セ舳

 醐の旧最高消蓋嚢砿舳メ㍗蛸警購ツ5メれ閥で
 あ一り・泡孜。・一

 ζのよう佐多大の一緒料を緊して一.し.加呑漁業と一.してのIみカI

 蛍存ずるのは安価拒鱗料蜜高価杜て一・リ皇こ代替して更に評漁獲一

 量が遠観し㍗昌㍗里数服亘りて続くとこ帆あ'う㌔
 だかち餌料を諌め一る手段.もこの漁葉の重要な要倖であるが餌

 弩豚曹掻ウ〃メイワヘサバ、ムロが大都今で購λ先も主健四
 梗鈍地の近い港で求めて蒲わ、阿久穣、枕崎、山州、纏尼島

 そ伽樋の港より仰いでいる。

 (・).姦場の寿枇ついて
 最近の記録が少いのと努力か足苅ないため。判森とし欣い

 の拡残念であるが昔法.5δ毒も統一い允漁場も届るそうだカミ“・

 現金午の漁納あま岬当らないよ?であ㍍
 ・プ田竈麓漁薬はプリの周絹獲紀も大害く左右手.乱る亭、ブリ・
 飼付従こ9)亀か延種々条咋が重なって撒場価麿沈降々紅減少
 ・し殆んど零繧なりている。ζ舵は魚竃の変化一撫揚での害敵

 の琵螢導.が寮困欝と云わ机て。、る。

 以と述べて妻た那わずか辱場無愛の.或鰯紫墓嘩妃その嬬ち
 よを示し竜に寺甜なし・o魚群組成、魚体調奮∴胃内容調査、
 艀泳信の調高1等基本と.なる一合策・法要。な調査も歩くない“。ζれ

 がいとぐちともなり、.駐カが碍ら=怖る一たらば考盤でおる・○

_工6_一



水質澄濁予鱗調養

嗣巷部
九万田一己

弟子丸修

 △冒  縛二沼1煎35毎一8二息五円買～爵ユヨI 昌蔓間

 〈調春一点一二歩一国虹宗す。鋼ち、。一竈点5身点について表膨水
 釧蕾水及び底泥一金藻取した。・尚sち工9&払渡水

 深ユ～易筋で劣りだので表層水にっし・でのみ衰取
 した。

 △方一法二調査項。自“資料採敵方法、分析螢独前.回爆撃した。
 水温砿・頴i到寒暖討に敬一障を生1二足為測定.しなか・つ

第一図定点
清水川河口附近

 △結果:骨折値.を寺一表に示し各分布を矛幸。」工3歯に.示
 す。(末尾記載)



水質

 て2)一.P眉織嘩諦享図、.モ矛渦図)

 表腰:st■はP軍ツ争'と殆んど糞氷であるが.寧砿8。企～

 ・・と雛薬常砿認辛ら舶い・.
 唯.清水州河水の選多響をP旦8.3以下として売ると。この'

 分有は河[1よ・列意義500泌淑合と浜之1市港口寄りの鑑障沿.い
 とに二号して・いる。河口ユづO柵'階遊猟H㍑と稽寓く
 竈に沖合で砿再ぴ・玄呂と低くなりている'が之撚河水と沌全く

 勃のものと'思われる。

 底層0:'般に表魔よれ檀抗低一レ・。蒋に沖合で紋教0㍗a工を

 示オが之は水深による養異で一五.ろう一。鋼あ深衝の商い所で低

 瞳が低い旧斧甫として1緑表層と同頓阿を示す。

(是)塩素量(矛四歯一矛5随)
一表層:

 ,河水の鯛を示す琴も大きな因子であるれ㌣一服よると河水
 、ぽ一蒲一水川洞口よ・む約套。・肌直進し湊1浜Z市港口寄りと永浜
 三方面籍りとに二分し,そ他それ約600～ワ。o冊虹及んでレ・る、
 叉憧が沸合肥至るまで平均工7㌘～五一ツd%oと前調査より穂低;い

 一箏工8町.黒q服降雨を見t.事(工蝸理枷・棚千I帥酬
 硬び銀氷時栂が一大潮の落漸斯獲当りた事等が考え=られる。

 天測珂氷'鳩響があ石と見られる浜之市.夢口鮒近(餉
 毘ぺ祐,鮒I)で工8.O%叱璃レ、塩素最索示寺水塊が見ら一れる一
 のは特異夜点である。

底膚:

 St5、.6二五λ工易諸験い七大体前面の調査と大義砿なレ、よう

 であ争・st5・6・岬・ユエ・が若.干低く表膚と殆んど同じ壇を
 来すの漬犬1潮の芦潮期援当・らだ峯から一見て肯げる。
 櫨繁量ユ戦加劾河水の影響と見ると浜之坤密り騒即
 蹴逓まで(河口より約工0州～五易OO-6)と、。永浜窃約一(河口よ鋤

 舶00晩)とに及んでレ1名。St凄一8がバO%過と一点だけ極
 めて低い塩素量を示すが如何なる濠困姐よるものか不明であ

 '」工8}



 る。叉今回は表雫・低麿何牝も天醸川河水の影響が亭馬一と一見
 られる浜之市話口附近が沖合永・と変らない状態素示して{る.

 (昌)溶存鱒(亙i雷.・・、与.虹gぺ)1

 清水川河氷が酸素盤は毅も高く4.早で華るが池の点も平均.
 4島と特肥。有意の養砿.瓢めら1φ.な～弾し河口購近で砿稽一幅

 綜塩素量よ句見て河水の影響・範囲.よ見。ら:孔る£t氏3、息.が平.、
 均冬毘5と若干低く千1〔り特壬こ鉛瀞ゆ飾のst平嫡争ツと最も低い
 億を。示している.o・ζ牝一は・P.亘一皮ぴ.。塩素舞・より.早兜場合,こ札

 の竈点が河水の影響範鋼で.あると』・.数寄.、実・牛橿反する鰭果で.一
 あ一る苧・之が如何なる康困によ.るも一のか不明で登る。

 底」聲:

 浜之市港口のst舳、.畠sがム6と鐙も高く、一基琴審ψのst
 ㍗エ?、五3.がム5衛口鮒・匠のSt壁一9、工O、五工がム絡.と之に

 次ぎ灯油飢同って・漸次低く}下二・レ1る一.浄1倉が即・④.渡
 垂直分布忙よる養と奪乳ら礼る。.叉表膚のそ犯と比較した場

 合、永浜一寄り(鈍ワ、耳㌔工8).河口附近(st4,9'舳.).攻

 .び浜之市港口鉗近てst鮒;舶・)・.一で紅表慮よ⑰1琴碍担・多くへ
 .酸熟が婚存し・1ζ1いるパこ・の甜近。沌・水深・ぺ㍑で屈・ちくご理二
 時・雛・・滅底二のI相乗舳い苧・s帆一バ嚇近の海底叩頭.花
 植漸・二(ウ・ミ化〃.モ・)鈍生してい.声糺.ζ.の同・化㈱によ.る
 影=饗。と云・一った一媒などが考え・われ局.二。=.

 (各)過マソガソ酸カ・リ漕費量(矛・図・矛・.歯.)一字
表層:.一

 饗'も.工滑は裸一兆警.竃榛雨を冠.学為.,河本が稽。増し。・6.マと特。.吃
 寓・レγポ幹見・・河.日よい卵一紬胸1狩迂確.るとμ、.島0・.年
 璃坐・L1・己。9マ・・貧g鰍附近.に穂・高レ丁二本第..く竃完工戸、・耳6),、部率り

 弩ぴ噺少し1て一レ}る・即沖紬s一一事・三・1み浜・孝市港口・の鰍肌
 洲・で緯・蒋び・多く杜り㍗亭永深静.雫・?・卿・'ツ・・五ミグ鯛.も

 、.`τ一工19ゴ・`F.



 歩.なくエ。壷示寺。

底層:

 表蟹砒㌻般紅少数い.卵1む・・いワで彼馳多くなって
 レ・る。

 .琴、;一軍
 〕二溝氷川Iの河水.倣大潮の落潮待ヤは㌧珂qより約き。o例直達
 し焚;永浜審り繧は500～舳古肌浜之一布溝口寄りに礁船潤

 一場・附近まで約工000腕と紀二命していると孝之られる;

 一a表浜静り・の鈍6、.㌦〃}帯砿殆んど河水の影響億冠ら拓

 なレ、ようであ争。叉この騎近鉱一つ.の水塊究軟して澱み延

 雫レ'岬を卵←仙るの㍗率いだろう札何帆して
 一一I省この鮒近鉱特棄な水潜兜'たしてい・るようで罵る。

 I'呂今回の調褒で一戒浜之由港口雛=匠破天蜂川の影響は殆ん一ど見

 ら犯凌い。こ鵬窪・の範囲では鰯の卵池永浜よ1順之市
 港口の方へ葦聖伝い仁法鋤.していくものと・替えもルるσ・・

嘆廣一一派

 !五)眺ザ蟹量
 K.秘舖O牛消壷量の分布図砿矛工0図に千オ通りで、海岸線.は値

 が歩注く.卓鵬伸以下であるが七沸に旬って髄が犬告くな

 ポ帥・、工ρから魚肥璃加し、s加・が1蝸恥4県で特犠多く
 その周雛歩なくなっている・叉賦瓶工が尾工・毎秒穿と平常紀
 祥い即示.してレ・るが・鯛の調査三崎明様の件石状態

 (雫)硫、化物
 統棺抑争布図竿矛ユエ脈示す馴で・こ・れも・海岸鰍檀
 が少なくq仰〆顯ドであるが、挿鶯弼って猶が大書くなIφ
 呼不一帥近ぶら純増加し一顯・がu鰍と多く.なり
 .亡い㍉苧坤工が工・眼タと非常に大きい1直を示してい葎
 が、硫佑吻も文飾回の騎壷と鰭同様肘府状態である.

・2◎・



(3)灼熱減量

 糺燕嬢量の分布図猟れ渥鮒示・す通的㌻浜之千港毒・雫砿
 1三%以下で島るが、一方の永浜毒庫は4～6%で特ぬs毛s、

 竃、五ザは薄葦近くで砿卒去が8・～五嵩%でありた.。対熱、戴遼,

 も沖輔バ増加し・一I岬8が■千6枇大きくなってい～.
 特豚弩書暮正が.ム8.馴佐非常走.大きい艦を示している。

 (壬)分寺斤{直の帽蝿関・簾.

 分析竈の稲1週関擦を・表わし妃1j・紅矛工3図の通りで、A一.lB-
 1穴q、図何二圭パ、殆、{、ど、繍的斐縣が鎧めら帆が、・及び・図.

 l1こ鱈.いて硫化物.置叫O牛漕費量砿少なレ・の航反し灼熱1義景蝉非・.

 ,外、、二㍗榊㍗州舳1w㍗等㍗
'.ノ

 以。との分析諸巣から見て前酎.φ鰯査箔築と異なる点はst
 昌ユが何犯の分析綾も.非常に大きい値を示して鋼.り、.叉一善t

 5,6・攻ぴ抑苧硫化物皮ぴK地C。消費量砿少レ;ωζ一反し熱戯

 壷が大妻一い億皆示むIていI胞。一般隼珂氷と華に流.れ込む汚物
 .鎮一.ξt.冬,一5.8,g鄭・ち刊自より500}800米鮒近か父は一永浜海

 牽逝く則ら・肌鮒.鮒近年沈鍛寺るので砿ないかと考えら知る。



第4図塩素量(表層)
第5図塩素量(底層)



 第2図PH(表層)
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第6図溶存酸素(表層) 清水川河口附近
第7図溶存酸素(底層)



 第8図過マンガン酸カリ消費量(表層)

清水川河口附近

 第9図過マンガン酸カリ消費量(底層)



 第10図KMO消費量(底泥)
第11図硫化物(底泥)



第12図熱減量(底泥)



灼熱減量
 KMnO4消費量
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 薩繭帯域のまぐろ、かじき漁況(21報)

 東斜於て㍗キI雛帥と†る坤、鮒・台風と三陸沸
 の㍗マ㍗率押と相菱・つ瑚漁師参・く・やつキ5隻.の調'
 壷に終りた。釣獲準!1哀一般に低く、カノキ類の.うち主汰もの一

 は・クロカノキ及ぴバショウ下(漁舳へ80・・干蝸・呂ダg)
 釣筆戦い1～・α・加納香し・1・成績で舳い・・一/I
 しかし妊撫、のヨで菰。工.目でカタキ類を工O尾以.上の漁・を一

 準して1いる・全般的・仁みて。ヒ物'よりサメ類の釣・獲が多く特

 に支那薙の沖虹蝿.いて紘・大部分が一サメ類で、工%以・上の釣獲
 率虻示し一てい糺黒体はク.口)・キで大'きいも岬岬㌢.程
 度・小さいので5.O晦師牽であ孔バショウ帯実.O一舳一陣
 が大都分である。

(文責徳留)

漁業漁況図
自."年8月工雫
 至お5年8月事工目
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No.
調査期間

鹿児島港調査

自蟷相呂器隼8月.五貫

 至昭和呂3・年8.月目工目一

 調査船.数5I隻

 調・窪船`爵号工6ユ9・号・～工6混5号

..1
9
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奄美短信

 台風21号は大し牟被害も抵く・無裏通=過したよつである。

 ㍗鋼皇呼岬よ艮農作物㌃㍗みの雨で㍗セ
 ・…手有難.い合嵐憎った走う。一預Iある。一'

 捌.隼たら一春から重1佐かけ'(一ク月35ヨ・も降るとまで秀

 叫兜篭美で今度D台風が来馬.まで殆んど雨らしい融.轟、
 らずI水源砿全く捨礼=製で一、朝夕の蒔。罰給水も全く申百二訳糧

 霞でダラダラ湿る位で・一寸油一断したら好事・の水衣菊あか顔

 も洗いそこねる仕末である。

 ζんな・具合で加士籍ぬ斎登用の水一も一夜のうちに貯水して

 蟹か一ぬと翌苧の練と差支えるので盾氷の確保は全く箸労・
 の撃であ抑ガ≒舳王号令嵐拡.苦々.仁とりても全く恵み・
 の台威であつ一妃とも公定る。

 、叙.鐘.造孫で砿麦る工。昌からオ黒衣カツオ錨製追試験を実施

 中で頗調底俸繁め遠歩皆.見ているので、五〇月から始る褒

 築予峠よる蛸11場新築工靴で㍑工場作業も終る予造
 であるI。

 △かもめ丸も.近く歩5次さんご魚築試験φため出.擦壊街中で。

 一岡木し・に張晋)切っI.ζいる・

 在マヘの人工紬式一綾㈹埴拝小島の実一嶺場で昨雫.より成琴
 しI乞幼生尭飼育中でこの・今で砿鉗蒲寺るので戒な1・、かξ.摂。

 り・初一?て1・、る。 ・…,・・

 1け鰯葬今様式会杜で慨.ろ州.干・ヨから/ソン罐詰の率一
 造が始ま州というので吉留食品予い㍉派=遂され牟工場職早
 の慰問かたがた一工場見学に出か一け紀。

 .:二鵠は元鐘事武鍾場州弥で{弓輝務研の建物を工場と一宿斧
 虹改遺し“外径二三拝纏の藍場宏新撰し一(あIった。

 一_.“塁ユー



 工場の設鋳技皮劉、シーン投機ユ台とスライサーユ台、ホ

 ̂ムッー÷二三台。殺曹釜と平釜各正台で理昆は殆^みせ五

 ガロy艦講と一ば内曲で二次加エフ馬と一σ)ことであバ・.
 蟻貢ψ話で砿原料が桑まらぬ棚'で予竈の半分も鰻造湖来

 ず原料の集荷に紘著労していると0)ことで帝つ兜。

 パイy鍵諸の蝿1苗外は魚類鍵弗の計圃もある麹で、.色々
 .と今後の亀透L:など話し合りて工場を辞去した。

 大畠鳳梨.の今譲の御発羅を祈むりふ

 9月18日記N生

分場日誌

 8月ユO図

 8月ユ8目

8月島6目

 8月30ヨ

 g阜・.∵・1冬薗,
 9目81ヨ

 g目■O=弓

 まぺ飼育実験(実嫉■0から実験2-0)月間

 亀擬朋工試験勧装終r'

 矛4次さんご漁業調養

一本釣講習会(瀬戸内地区31目迄)

 鍵礁丸ヒ架

 亀輸ユ番かびa乾

本笥加工試験開始

・32・



各部日記

漁業部日記

 g月ユ.ユ1ヨ

 9月ユ8一日・

 9月27ヨ

 g月X.ヨ

都目記

 ちどり丸瀬魚矛一㌻次・出港。'合一風・2ユ号彰避け

 ■7ヨニ轟瑠姜自・・

 ちどむ・丸凝1魚衰・二次出藩ヨ日25a傭藩。

 .逐二交都海κ.如加.て一恵来・チハ葎裏縄が連出・する機会が

 会が来るかどうか判ら伐い1が、予鰭知識壷鴇て紹
 .,=バ二.、ヒ砿賛めら妻・しるぺきでないとの見地から

 竹下技師外ユ名卓。解運地区の近一海葎受'韮{ζ三鐘

 浄合`王)ナ=ソマ・牽受髭俸酸し、謁養し一ζ貰うこと

 ・ζし拒。約エク月に亘る要務を給え.(本aから

 掘気・爆出勤。

 香車の巣支那海サバ跳釣も6月末をもって夏枯

 朝に入りた。

 そこで鯉綾.1艦留雨虐、アレテモナイ・コレデ

 モナイと突き当り准がら約5Qヨ紀査.して漉挑.
 索纏めてみ焦。指局涼鳴動鼠一一一匹と景うことだ

 が一毛の秦料とし(括蘭を願うべく一冊紀鍾め

 る一ζ.と・'こした。、但し自.下、即刷費の工蔵!健頭を
 ひねり一・崎る・どこ一・うで・す。

 製造部便り

 9目1ヨ

9局!1目

 9月ユ8ヨ

部鍾11

 、遷一0撃改良課主催の食借活加響婁勧曇示会

 9一同2目～.4ポ1〃内一'市・会場

 g弓91ヨ～ユユヨ冨琶産量南4き』揚

 g月ユ6ヨ～18目瞭暢島市全場

 払「ソーセ・・一一ジ」と「うし.飴鶴」の資料・を出品

 し'て:一………=・～表象攻を幸トる。

 「うし.お差轄」一

冊33肥



9月24日  「う…. 製造試験

 養殖都ヨ暮己・ち'

 9月1目まくη増殖指導(醤人)

 9目2昌重くり増殖駕適(黄桜島)

 9月4日鰹の飼育について石井市議莱場

 9月.8ヨ～12目一貞珠核人孔(垂水期)

9月13自一臨大水豊学部田中載授渡米湊拶

 9目エツ目琉兀i、書静内出一κ1:海権蓑二戸后易葦圏挙…ヂ丁合母

 9局2b目ナL万田技師銀水市麗子場調査のため駐在

 9月29纈潮間観勧、(.甲突川尻)

 娼蚕銚ヨ書己

 8月26d中9月3ヨ伊勢エビ浄化試験(於牛候)

 9月.9・ヨ～9月12目

 半榎熔岩稽密調査.・'…(〆切堀揚凋・窪討圃)

 9月ユ31ヨ～9月ユ81ヨ

 精密調査デ・一夕一の収殉走とめ(海商図。.水深讐)

 g弓ユ7目

 魚礁調査打合せ(於笠、沙)

 8目..2ノ■1目。-9月20雪

 氷竜練製品τ場の矧曹鋼竜

 山3へ・F



 編集後記^夏の各洩りも台風と共に表る。

 タィブ㌧輪転機の機一峠ζ砿沖庁く船1のドラの音もド=ラ
 イな空蝿渚患遠よ伝達力で■高く耳豪を打つ。

 戯触は正1ζ秋4

 J株リ)風1申詩サンマ、解禁教ヨならずしてさい砿ての菊の
 鍾にサyマ焼く璽を一亀る。南魚逃、黙署.ながらにして喰ら

 うを辛きIことのみ多妻萬世の幸レ・,叱.想うか。

 △調査蛤ちどり、七島近海出漁、翔漁好調次いで照電丸.道

 海憶場、鰯測放流礁繋試験とデラックス海洋への機戦。
 各部ともいよいよ中盤戦にさしかエる。

 ム気候鞭変の時各位御自愛の程キ。

編集部


